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八幡神社 例大祭
９月14日(月)～18日(金)町内において、八幡

神社例大祭・神幸祭が行われ、みこし渡御行列
では各地区神楽会による神楽が披露され、大盛
り上がりでした。
先月号に掲載できなかった後半部分をお届け

いたします。

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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９月10日(木)、横浜小学校でマリーゴールドの植栽活動が行われました。
児童たちによる環境整美委員会が、春に植栽した花に加え、追加でマリーゴールドを100本植

えました。
一面に橙色と黄色のマリーゴールドが咲き、色鮮やかな花壇になりました。

横浜小学校で花の植栽活動を実施！

９月11日(金)、横浜町自然体験ランド「自然苑」近くの畑にて、横浜小学校３年生による菜種
蒔き体験が行われました。本体験は、NPO法人菜の花トラストの協力の下、執り行われました。
子供たちは、NPO法人菜の花トラストの役員及び会員による実技指導を受けながら、機械化の
ご時世の中、時折苦しそうな表情を見せながらも手作業で皆と力を合わせて楽しそうに菜種蒔
きと覆土作業の「松ハロー」を行いました。長い棒に松の葉を括り付け３人一組で引っ張る際に
は「ワッショイワッショイ」や「ラッセラーラッセラー」と声を掛けながら楽しそうに作業して
いました。最後に７月に収穫した菜種から作った菜種油が配られ、子どもたちは大喜びでした。
「パンに付けて食べます」や「ドレッシングにして野菜をいっぱい食べます」という声が聞かれ、
黄色い花が琥珀色の油になったことを実感した様子でした。今回菜種蒔きした畑は、来年の３
年生が収穫します。

菜種蒔き体験が行われました！

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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９月12日(土)、児童センター園庭において、菜の花っ子教室運営協議会（澤谷幸子会長）主催
によるプレーパークが開催され、小学生や保護者等合わせて約45名が様々な遊びを体験しまし
た。天候にも恵まれ、友達同士で工夫・協力し、リサイクル材（廃材、段ボール、木材等）で工
作したり体を動かす等、創造力豊かな子どもらしい遊び・経験をすることができました。
子ども達は、講師のRingRing プレリーダー 津島裕子氏、川名裕美氏、川名一生氏や教育サ

ポーター等のサポートを得ながら、普段できない体験ができ、「とても楽しかった、今までで一
番の作品ができた、またやりたい」等の感想が出されました。
リサイクル材の収集にご協力いただいたハセガワ資材、関係機関の皆様、ありがとうございま

した。

菜の花っ子教室「プレーパーク」を実施！

９月17日(木)、横浜中学体育館にて上北地方中体連新人大会壮行式が行われました。
新人大会に出場する生徒一人ひとりが自分の目標を大きな声で発表しました。堂々とした姿

からは、大会に臨む意気込みが感じられ、会場には生徒たちの力強い声が響き渡りました。その
後、吹奏楽部による演奏や３年生からの応援、全校生徒による円陣が行われました。生徒たちが
互いに声を掛け合い、心を一つにする姿が見られ、会場は温かい雰囲気に包まれました。

上北地方中体連新人大会壮行式が行われました!!

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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９月24日(木)、９月21日(月)から30日(水)の
期間で実施される秋の全国交通安全運動週間に
伴い、菜の花プラザ駐車場にて横浜町交通安全
母の会、横浜町交通指導隊、横浜駐在所の関係
者らが「交通安全マスコット」をドライバーへ
配付しました。
マスコットの配布と同時に、全国交通安全運

動やドライバーへの安全運転の呼びかけを実施
しました。

秋の全国交通安全運動～交通安全マスコット配布～

令和８年９月19日(土)～20日(日)に、第55回上北地方中学校体育大会新人大会が開催さ
れ、白熱した戦いが繰り広げられました。
結果は、以下のとおりです。

バ ド シングルス ３位 對馬 希唯 【県大会】
５位 鈴木 心 ・ 前田 穏空 【県大会】

野 球 ２回戦敗退 横浜・三本木中・三本木附属中 ０-５ 十和田JBC
陸 上 １年女子100ｍ 予選敗退
地域クラブ バ レ ー 決勝トーナメント２回戦敗退 三沢Re-inks０-２堀口･六ケ所二中

３位決定戦（第３シード決定戦）敗退 ０-２ 三沢二中 ３位
サッカー １回戦敗退 六ケ所ＦＣ １-２ プライロッソ

上北地方中体連新人大会結果報告

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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９月25日(金)、横浜町トレーニングセンター
において、令和８年度横浜町敬老会が開催され
ました。
横浜町最高長寿者は加藤スサさん（103歳）、

八十五歳到達長寿者56名、八十歳到達夫婦長寿
者10組、百歳到達長寿者５名、八十八歳到達夫
婦長寿者４組が顕彰されました。

横浜町敬老会が開催されました！

シルバー舞踊クラブ

その後芸能発表会が行われ、町内保育園の園児たちによる発表や和クラブ、寿健康クラブ、ハ
ラウ フラ オ カヘレラニ アロハ 横浜、峰扇会 若柳貴實愛、シルバー舞踊クラブ、横浜町南部
手踊り保存会の舞踊で賑わっていました。

寿健康クラブ 横浜町南部手踊り保存会

ハラウ フラ オ カヘレラニ アロハ 横浜 和クラブ

ちどり保育園・第二ちどり保育園 峰扇会 若柳貴實愛

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)



7

10月1日(木)、特別養護老人ホーム 野辺地ホーム（野辺地町）にて杉山キミ子さんの百歳顕
彰状授与式が行われました。
杉山キミ子さんは1926年（大正15年）10月1日に出生し、1948年（昭和23年）に故 杉山本家（も

といえ）さんと結婚、4人のお子さんに恵まれ、現在はお孫さんが9人、ひ孫さんが6人おり、農業
に従事しておられました。
お孫さんの杉山信幸さんからはお礼のあいさつがありました。

杉山キミ子さん、100歳おめでとうございます！

10月３日(土)、あさひ幼稚園内遊戯室にて親子ふれあい運動会が行われました。

当日は、雨天のため急遽室内にて開催しました。

園児たちは、小学生や保護者、先生方とふれあいながら、みんなで一緒に楽しい時間を過ごし、

会場にはたくさんの笑顔が広がりました。

あさひ幼稚園親子ふれあい運動会

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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人権擁護委員及び行政相談員のお知らせ
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０
◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０
◆子どもの人権１１０番 ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

鳥谷部多武良さん、100歳おめでとうございます！
10月8日(木)、鳥谷部多武良さん（三保野）が、満

100歳を迎え、町と社会福祉協議会から、お祝いが贈
られました。
鳥谷部多武良さんは大正15年に七戸町（旧天間林

村）で出生し、昭和35年によしのさんと結婚、3人の
お子さんを育てられ、現在はお孫さんが9人、ひ孫さ
んが5人おり、よしのさんとともに農業に従事されて
いました。多武良さんは、お酒を飲むことが好きで、
今でも元気に歩いて温泉に行かれるそうです。
長女である荒谷明子さんからはお礼のあいさつがありました。

横浜町地域学校協働本部「稲刈り体験」を実施！
10月８日(木)、横浜町地域学校協働本部（濱谷浩二

会長）による農業体験「稲刈り」が行われました。
農業体験は、地域と農業に関心を高め、郷土への愛

着をもたせることを目的として、地域の方や保護者
等の協力を得て実施しています。
小学校近くの田んぼ（菊地勇介氏所有）に、６月に

手植えして成長した稲を、５年生が鎌を使って稲刈
りをし、藁などで稲を縛り、最後に天日干し作業も行
いました。

はじめは、慎重に鎌で稲刈りをしていましたが、すぐに上達し手早く作業できるようになりま
した。今年は、作物を守るために５年生が案山子を制作し設置をしたお陰もあり豊作でした。
手作業による稲刈り体験終了後、コンバインでの作業も見学しました。
児童からは「藁で稲を縛るのが難しかったけど楽しかった，今年は豊作でいい米と聞いたので

まっしぐらを食べるのが楽しみ」との感想がありました。収穫した米は、学校給食等で提供され
る予定です。

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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第22回 横 中 祭
10月16日(金)～17日(土)に、第22回横中祭が行われました。
今年度は、「Stars～輝け、一人一人の個性～」のスローガンのもと、行われました。
生徒たちは合唱や展示発表、ステージ発表などを通して、日頃の学習や活動の成果を披露しま

した。合唱では、心を一つにした歌声が響き渡り、展示発表では各自の工夫や努力が感じられる
作品が並びました。また、ステージ発表では一生懸命に取り組む姿が見られ、会場は大いに盛り
上がりました。生徒たちの成長と仲間との絆が感じられる、思い出に残る文化祭となりました。

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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����������������������������横浜町地域おこし協力隊コラム ～よこはま、ちけや！～

みなさんこんにちは。地域おこし協力隊の
犬童です！
最近は戯曲に興味を持っており、今回の岸

田國士戯曲賞を受賞した本を読んだりしてい
ます。とは言っても最近触れ始めたジャンル
なので、まだほとんど理解できないなぁとは
思いつつ、やっぱり新しいことに触れる瞬
間って何より輝いていると再認識していま
す。（初めてコーヒー豆を自分で挽いたとき
も、同じような気持ちになりました。）
前置きはこの辺りにして、今回は11月より

開催する美術展についてのご案内です！
先々月より、展示に係る文章やデザインの

作業を少しずつ進めていたのですが、10月の
頭にようやく形になり、どうにか当初の予定
通りにプレスリリースを行うことができまし
た。
私の地域おこし協力隊としてのミッション

は、町の情報発信/魅力創出であり、もともと
移住前に行っていた仕事が美術などの芸術祭運営やアーティストとして制作でした。
尚且つ、春に菜の花フェスティバル、夏に花火、秋にお祭りとそれぞれの季節にイベント

があるものの、冬に入る前に一つ、町外から人を呼び込めるイベントを画策したい！という
思いがありました。
これらが重なり、今回開催するような美術展の開催を5月より企画していました。
今回作品を出す私や私以外のアーティストは、全員が現代美術を専門とする作家です。
そもそも現代美術ってなんだろう、と思う人が大半ではあると思うのですが最も私は身

構えずに見に来てもらいたいなと、心から思っています。
もちろん作品を見て「よくわからなかった！」も大切な感想だと思うし、とはいえそれぞ

れの作品を見て、少しでもあなたの感情に引っ掛かるようなことがあるのだとしたら、それ
はすごく嬉しいです。
もちろん私は基本的には全ての日に在廊しているので、見終わった後気兼ねなく話しか

けてもらえたら作品についての説明もできます！
それでは会場でお待ちしています。犬童でした！

◇日 時：11月16日(月)～29日(日) 午前10時～午後６時
◇場 所：横浜町町民研修センター（トレーニングセンター隣）
◇お問合せ：横浜町役場 企画財政課 ☎（78）2111（内332）

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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～ 町民図書館からのお知らせ～

【一般図書】
今回の図書の紹介です。

№ 書 名 著 者
1 ブティック 池井戸 潤
2 ファイア・ドーム 上 辻村 深月
3 ファイア・ドーム 下 辻村 深月
4 百一歳 終着駅のその先へ 佐藤 愛子
5 おはなしの時子 朝比奈 あすか

6 ベストエッセイ2026 日本文藝家協会編

7 地面師連絡役カトウ：積水ハウス55
億円詐欺事件、ある実行犯の告白 河合 桃子

8 ｢もう、これ以上簡単にできない｣
家ごはん ちはる

№ 書 名 著 者
9 きみがなきあと 木内 昇
10 自分の死に場所 島田 裕巳
11 棺桶まで歩こう 萬田 緑平
12 また団地のふたり 藤野 千夜
13 建築トリック謎解きガイド 安井 俊夫

14 水面の弔花 アン・クリーヴス/著
玉木 亨/訳

15 80代になるとたいていぼけるか死ぬ。
70代は神様から与えられた特別な時間 林 真理子

町民リクエストも随時、受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。
◇お問合せ ☎0175-78-6100

横浜町郷土館からのお知らせ
１ 横浜町郷土館の年度末閉館期間の変更について

昨年度４月にオープンした横浜町郷土館ですが、お陰様で町内外から多くの来館者が訪れ、常設展
や企画展など興味深く見ていただいています。
さて、昨年度は年度末閉館を３月１ヶ月間としましたが、来館者の動向分析等を行った結果、厳冬期

の来館者数が極端に減少することがわかりました。つきましては、今年度の年度末閉館期間を１月か
ら２月の２ヶ月間とし、雪解けの始まる３月から再びオープンする形に変更することといたしました。
少しでも多くの方に足を運んでいただけるよう、この先も、横浜町郷土館へのご理解とご支援につ

きましてよろしくお願いいたします。

２ 横浜小５・６年生、横浜中１年生の作品展示中！
横浜町郷土館では、開館初年度から、子ども達の郷土史や郷土文化への理解促進を図るため様々な

事業を行っていますが、その中の一つに、縄文時代の土器や土偶などの制作体験があり、親しみを込め
て「横浜縄文ごっこ」と称しています。現在、12月までの予定で、横浜小・中の児童生徒作品を展示し
ています。どうぞこの機会に、子ども達の作品を見に来ていただければ幸いです。

・「ホオジロザメの歯型キーホルダー」（横浜小５年生）
・「横浜縄文ミニチュア土器・土偶」（横浜小６年生）
・「横浜縄文本格土器作りチャレンジ」（横浜中１年生）

上記の他、郷土館では随時「横浜縄文ぬりえ」も募集していて、学校の先生に言えば、豊富な種類の
中から気に入ったぬりえをもらうことができます。（作品は先生に提出してください。郷土館で展示
します）
～横浜町郷土館は、未来を担う子ども達の郷土への愛着と理解促進に今後とも力を注いでいきます。

◇お問合せ ☎0175-78-6242

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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�
�
�

採
用
試
験
実
施
案
内

あ
る
方
で
、
昭
和
61
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者

〇
社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

方
又
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

に
社
会
福
祉
士
の
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
あ
る
方
で
、
昭
和
61

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

〇
各
試
験
共
通

（
１
）
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題

に
対
し
て
対
応
で
き
る
方

（
２
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
の
う
ち
、
以
下

に
該
当
す
る
方

・
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
方

・
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
の
職
に
あ
っ
て
、
第
60

条
か
ら
第
63
条
ま
で
に
規
定
す

る
罪
を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た

方
・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

◆
試
験
日
（
各
試
験
共
通
）

令
和
８
年
12
月
６
日
(日
)

◆
試
験
内
容
（
各
試
験
共
通
）

教
養
試
験
・
各
種
検
査

◆
試
験
場
所
（
各
試
験
共
通
）

横
浜
町
役
場
（
予
定
）

◆
受
験
申
込
書
の
交
付

11
月
10
日
(火
)ま
で
に
、
横
浜

町
役
場
総
務
課
で
直
接
入
手
す
る

か
、
横
浜
町
㏋
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tow
n.yokoham
a.lg.jp

◆
受
付
期
間

11
月
10
日
(火
)ま
で
に
横
浜
町

役
場
総
務
課
へ
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

（
郵
送
の
場
合
11
月
10
日
ま
で
の

消
印
有
効
で
す
。
な
お
、
封
筒
に

「
受
験
申
込
書
」
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。）

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

45
分
ま
で
（
横
浜
町
役
場
総
務
課

で
受
付
し
ま
す
）

◆
提
出
書
類
等

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
卒
業

証
書
の
写
し
（
受
験
申
込
み
日

か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
証
明
さ
れ

た
も
の
）

④
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
受

験
申
込
み
日
か
ら
３
ヶ
月
以
内

に
証
明
さ
れ
た
も
の
）

⑤
顔
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３

㎝
／
申
込
前
３
ヶ
月
以
内
に

撮
っ
た
も
の
）

⑥
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
の
資
格

免
許
状
の
あ
る
方
は
、
そ
の
写

し
◆
採
用
予
定
年
月
日

令
和
９
年
４
月
１
日
(木
)

○
給
与
等

横
浜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
に
よ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

２
次
試
験
（
作
文
・
面
接
）
は

令
和
９
年
１
月
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

※
受
験
者
全
員
に
合
否
を
通
知
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

総
務
課

☎
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
３
２
３
）

〇
児
童
扶
養
手
当

父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
て
い

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
を
通
じ
て
児
童
の
福
祉
を
増

進
す
る
福
祉
制
度
で
す
。

●
対
象

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
）

を
監
護
す
る
母
、
監
護
し
、
か
つ

生
計
を
同
じ
く
す
る
父
又
は
養
育

す
る
者
。

・
父
母
が
離
婚

・
父
又
は
母
が
死
亡

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

・
父
又
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た

・
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る

・
父
又
は
母
が
未
婚

●
支
給
額

児
童
１
人
の
場
合（
全
部
支
給
）

月
額
４
８
，
０
５
０
円

第
２
子
以
降
加
算
額
(全
部
支
給
)

月
額
１
１
，
３
５
０
円

※
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
一
部
支

給
、
停
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
増
進

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

扶
養
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ
】

横浜町HP

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″



13

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す

◆
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
た
方
の
保
険
料
の
納

め
方
に
つ
い
て

保
険
料
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で
す
が
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
た
方
は
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
た
め
、
加
入
当
初
は
納

付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
を
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
方
も
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う

保
険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
方

は
市
町
村
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
災
害
に
よ
り
住
宅
等
に

著
し
く
損
害
を
受
け
た
り
、
世
帯

主
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場

合
な
ど
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
火
災
保
険
等
に
よ
り

被
害
額
以
上
の
給
付
を
受
け
た
場

合
、
保
険
料
の
減
免
申
請
は
却
下

さ
れ
ま
す
の
で
、
火
災
保
険
等
の

加
入
状
況
を
ご
確
認
の
う
え
、
減

免
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
市
町

村
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

町
民
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
１
６
）

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

◆
実
施
目
的

来
春
進
学
を
希
望
さ
れ
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
入
学
時
に
必
要
な
経
費

の
貸
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

・
令
和
８
年
11
月
２
日
(月
)

～
令
和
９
年
１
月
29
日
(金
)

○
予
約
貸
付
の
対
象

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
寡
婦
の

扶
養
す
る
子
、
父
母
の
な
い
子
。

○
資
金
の
種
類

①
就
学
支
度
資
金

入
学
時
に
必
要
な
入
学
金
、
制

服
の
購
入
等
に
要
す
る
資
金
。

②
修
学
資
金

高
校
・
大
学
等
の
授
業
料
・
書

籍
代
・
通
学
等
に
要
す
る
資
金
。

③
修
業
資
金

就
職
に
必
要
な
知
識
技
能
の
習

得
に
要
す
る
資
金
。

※
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
用
可
能

で
す
（
青
森
県
育
英
会
の
奨
学
金

と
は
併
用
不
可
）。
た
だ
し
、
他

奨
学
金
の
支
給
額
に
よ
り
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
金
額

を
、
貸
付
決
定
後
に
調
整
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
受
付
先
等

・
上
北
福
祉
事
務
所
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
電
話
の
際
は
「
ひ
と
り
親
家

庭
の
予
約
貸
付
の
申
請
に
つ
い

て
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
７
６
（
62
）
２
１
４
５

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

健
康
み
ら
い
課

菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
73
）
７
７
３
４

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

�
�
�
�
�

み
な
さ
ま
へ

町
で
は
、
窓
口
対
応
や
電
話
対

��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

【令
和
９
年
度
母
子
(父
子
・
寡
婦
)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

福
祉
資
金
予
約
貸
付
の
お
知
ら
せ
】

●
対
象

精
神
や
身
体
に
障
害
を
有
す
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、
又
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
す
る
者
で
県
が
認
定

し
た
者
。

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
児
童
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給

で
き
る
時
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

○
支
給
額

児
童
１
人
当
た
り

月
額
５
８
，
４
５
０
円
（
１
級
）

月
額
３
８
，
９
３
０
円
（
２
級
）

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
前
年
の
所
得
に
よ
り
停
止
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

健
康
み
ら
い
課

菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
73
）
７
７
３
４

◆
応
募
締
切

令
和
８
年
11
月
20
日
(金
)

◆
一
次
試
験

�
�
�
�
�
�
�
�
�

横
浜
町
の
学
校
で
働
く

�
�
�
�
�
�
�

臨
時
教
員
募
集
中

横浜町HP

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

横
浜
町
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

品
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

横
浜
町
で
は
、
が
ん
治
療
に
よ

り
、外
見
に
変
化
が
あ
っ
た
方
に
、

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
、
安
心
し

て
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
補
整
具
(以
下
、
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
用
品
)の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

○
次
の
①
～
③
全
て
に
該
当
す
る
方

①
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品
を
購

入
し
た
日
及
び
申
請
時
に
横
浜

町
に
住
所
が
あ
る
者

②
が
ん
の
治
療
を
受
け
た
者
、
又

応
時
等
に
お
い
て
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
判
断
さ
れ
る
行

為
が
あ
っ
た
場
合
は
「
横
浜
町
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
対
応
を

終
了
し
ま
す
。
ま
た
職
員
を
守
る

た
め
、複
数
の
職
員
で
対
応
す
る
、

職
員
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど

組
織
的
に
対
応
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
行
為
が
悪
質
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
警
察
へ
通

報
す
る
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
な

ど
法
的
に
対
応
し
ま
す
。

※
「
横
浜
町
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

総
務
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
２
３
）

令
和
８
年
11
月
30
日
(月
)

◆
二
次
試
験

令
和
８
年
12
月
18
日
(金
)

◆
任
期

１
年
（
令
和
９
年
４
月
１
日
～

翌
年
３
月
31
日
）

◆
勤
務
場
所
＆
募
集
人
数

横
浜
町
立
横
浜
小
学
校

２
名

横
浜
町
立
横
浜
中
学
校

１
名

※
詳
細
は
、
横
浜
町
HP
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
教
育
委
員
会

☎
（
78
）
６
６
２
２

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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は
現
に
受
け
て
い
る
者

③
が
ん
の
治
療
に
よ
る
脱
毛
、
乳

房
切
除
等
に
よ
り
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
用
品
を
購
入
し
た
者

◆
助
成
内
容

○
一
人
に
つ
き
一
回
助
成

・
ウ
ィ
ッ
グ

・
毛
髪
付
帽
子

○
一
人
に
つ
き
左
右
一
回
ず
つ
助
成

・
補
整
下
着

・
補
整
パ
ッ
ド

・
人
工
乳
房

◆
助
成
額

○
助
成
対
象
用
品
の
購
入
に
か
か

っ
た
額
の
二
分
の
一
又
は
三
万
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

◆
申
請
方
法

○
横
浜
町
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用

品
購
入
費
助
成
金
交
付
申
請
書
兼

請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
が
ん
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が

わ
か
る
書
類

②
助
成
対
象
用
品
を
購
入
し
た
日

及
び
支
払
っ
た
額
の
明
細
が
わ

か
る
書
類
(購
入
日
・
品
名
・
金

額
の
記
載
が
あ
る
も
の
)

③
振
込
用
の
通
帳
の
写
し

④
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
(マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免

許
証
等
)

◆
申
請
期
限

○
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品
を
購

入
し
た
日
か
ら
一
年
間

日
本
年
金
機
構
で
は
、
未
統
合

記
録
（
平
成
９
年
に
導
入
さ
れ
た

基
礎
年
金
番
号
に
う
ま
く
統
合
さ

れ
ず
、
誰
の
も
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
年
金
記
録
）
の
解
明

を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
持
ち
主
不
明
記

録
検
索
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
該
当
者
の

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
を
入
力

す
る
こ
と
で
持
ち
主
不
明
記
録
に

加
え
、
国
民
年
金
死
亡
者
記
録
、

旧
陸
軍
・
海
軍
共
済
制
度
の
記
録
、

共
済
過
去
記
録
、農
林
過
去
記
録
、

厚
生
年
金
基
金
記
録
も
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ア
プ

リ
と
連
携
す
る
か
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ

の
取
得
を
行
っ
て
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
へ
登
録
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

◆
年
金
が
増
え
た
事
例

①
旧
姓
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
納

付
記
録
が
見
つ
か
り
、
年
金
額

が
加
算
さ
れ
た
。

②
亡
く
な
っ
た
母
の
名
前
を
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
該
当
記
録
が
あ

り
、
未
払
い
分
を
当
時
生
計
同

一
で
あ
っ
た
遺
族
が
受
け
取
っ

た
。

※
必
ず
し
も
、年
金
が
増
え
た
り
、

受
け
取
れ
た
り
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
記
録
が
確
認
で
き
た

際
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

町
民
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
３
６
）

む
つ
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

④
免
税
軽
油
使
用
者
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
機
械
以
外
で
は
、
免

税
軽
油
を
使
用
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、使
用
目
的
外
の
用
途（
除

雪
な
ど
）
で
も
、
免
税
軽
油
を

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

免
税
軽
油
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
税
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

青
森
県
上
北
県
税
事
務
所

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
）

を
使
用
し
て
い
る
。

な
ど
の
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
税
事
務
所

ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

青
森
県
上
北
県
税
事
務
所課

税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
な
た
の
年
金
記
録
が
見
つ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

免
税
証
及
び
免
税
軽
油
を
使
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
事

項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
免
税
軽
油
の
使
用
者
は
、
報
告

書
の
作
成
・
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
の
際
に
は
、
引
き
取
っ
た

免
税
軽
油
の
納
品
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

②
免
税
証
の
持
ち
主
本
人
以
外
が

免
税
証
を
使
用
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

③
免
税
証
・
免
税
軽
油
の
譲
渡
、

譲
受
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

免
税
軽
油
を
使
用
す
る
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

�
�
�
�
�
��
�
�
�
��
�

不
正
軽
油
は
｢作
ら
な
い
、売
ら

�
�
��
�
�
�
��
�
�
�
�

な
い
、買
わ
な
い
、使
わ
な
い
｣

不
正
軽
油
と
は
、
主
に
灯
油
や

重
油
を
軽
油
に
混
ぜ
、
軽
油
と
称

し
て
不
正
に
流
通
さ
せ
る
も
の
を

い
い
ま
す
。
脱
税
行
為
で
あ
り
、

環
境
汚
染
や
公
正
な
市
場
競
争
を

阻
害
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

不
正
軽
油
に
関
わ
る
人
は
す
べ

て
罰
せ
ら
れ
、
そ
の
製
造
、
販
売
、

使
用
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
不
正

軽
油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
材
料
を
提
供
・
運
搬
し
た

人
、
製
造
す
る
場
所
を
提
供
し
た

人
な
ど
も
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
不
審
な
施
設
に
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
る
。

○
安
い
軽
油
を
売
り
込
み
に
き
た
。

○
自
動
車
の
燃
料
に
灯
油
や
重
油

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！
～

令
和
８
年
11
月
10
日
頃
、
令
和

９
年
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ

た
方
に
、
最
高
裁
判
所
か
ら
裁
判

員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま
し
た

ら
、
内
容
を
確
認
し
、
辞
退
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
回
答
の
返
送
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
通
知
が
届
い
て
も
、

ま
だ
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
皆
様
、
裁
判
員
制
度
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

青
森
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
２
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

◆
蜜
蜂
の
配
置
に
つ
い
て

提
出
書
類
：
蜜
蜂
配
置
希
望
申

告
書
・
採
蜜
状
況
報
告
書

◆
そ
の
他

○
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
健
康
み
ら
い
課
窓

口
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

健
康
み
ら
い
課

☎
（
73
）
７
７
３
３

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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○
提
出
期
限
：
12
月
上
旬

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
た
め
に
は
、

養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く
飼
育
届
の

提
出
の
ほ
か
、
毎
年
１
月
に
県
事

務
所
が
開
催
す
る
配
置
調
整
会
議

に
お
い
て
、
調
整
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◆
蜜
蜂
の
飼
育
届
に
つ
い
て

○
提
出
書
類

蜜
蜂
飼
育
届

○
提
出
期
限

１
月
31
日

確
定
し
た
配
置
に
つ
い
て
毎
月

１
月
１
日
現
在
の
飼
育
状
況
を
記

載
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

右
記
の
届
出
は
中
央
家
畜
保
健

衛
生
所
畜
産
振
興
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
青
森
県
HP
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
る
ほ
か
、
中
央

家
畜
保
健
衛
生
所
畜
産
振
興
課
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨

年
度
飼
育
届
を
提
出
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
中
央
家
畜
保
健
衛
生

所
畜
産
振
興
課
か
ら
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。
な
お
、
花
粉
交
配
用
の

み
で
蜜
蜂
を
一
時
的
に
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
の
届
出
は
不
要
で
す

が
、
趣
味
で
あ
っ
て
も
通
年
で
飼

育
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
飼
育
す
る
目
的
で

巣
箱
を
設
置
す
る
場
合
は
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
提
出
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

青
森
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

「
青
森
県
子
ど
も
・
若
者
支
援

地
域
協
議
会
県
南
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
構
成
す
る
相
談

支
援
機
関
に
よ
る
合
同
相
談
会
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

学
校
や
将
来
の
こ
と
、
家
族
や

仕
事
の
こ
と
、
人
間
関
係
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
各
相
談
支
援
機
関
の
ス
タ
ッ

フ
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
50
分
で
す
。
申
込

の
際
、
12
時
00
分
～
19
時
00
分
ま

で
で
希
望
す
る
時
間
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
な
し
で
も
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

津
軽
地
域
、
下
北
地
域
で
も
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
青

森
県
庁
㏋
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

令
和
８
年
11
月
７
日
(土
)

12
時
00
分
か
ら

◆
場
所

Ｙ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
八
戸
一
階
小
会
議
室

◆
申
込
方
法

Ｗ
Ｅ
Ｂ

https://w
w
w
.pref.aom
ori.

lg.jp/soshiki/kodom
o/kenm
i

n/goudou-soudankai.htm
l

◆
二
次
元
コ
ー
ド

☎
０
１
７
(７
３
４
)９
２
２
６

katsuyaku@
pref.aom
ori.lg.jp

◆
申
込
期
限

令
和
８
年
10
月
30
日
(金
)

◇
お
問
合
せ

青
森
県
こ
ど
も
家
庭
部
県
民

活
躍
推
進
課

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
２
６

〇
語
り
部

西
福
寺

住
職

和
泉

順
生
氏

◆
内
容

住
職
就
任
50
年
を
語
る

◇
お
問
合
せ

会
長

杉
山

☎
０
９
０
(３
１
２
２
)３
７
６
０

会
計

鶴
谷

☎
０
１
７
５
（
78
）
２
０
４
１

監
査

鳥
山

☎
０
１
７
５
（
78
）
３
６
８
１

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

第
22
回
む
つ
海
洋
・
環
境

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

環
境
科
学
技
術
研
究
所
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
海
洋
研

究
開
発
機
構
、
日
本
海
洋
科
学
振

興
財
団
が
海
洋
・
環
境
科
学
に
関

す
る
研
究
活
動
の
一
端
を
住
民
の

方
々
に
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
18
日
(水
)

13
時
30
分
～
17
時
00
分

◆
場
所

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

◆
参
加
料

無
料

（
会
場
定
員
１
８
０
名
）

〇
詳
細

https://w
w
w
.ies.or.jp/

◇
問
合
せ
・
申
込
先

第
22
回
む
つ
海
洋
・
環
境
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
（
環
境
科

学
技
術
研
究
所
共
創
セ
ン
タ
ー

内
）

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【子
ど
も
・
若
者
と
保
護
者
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

た
め
の
相
談
会
】
の
お
知
ら
せ

��
�
�

�
�
�
�
�

｢第
２
回

昔
の
横
浜
を

�
�
�
�
�
�
�

語
る
夕
べ
」
開
催

横
浜
町
の
歴
史
と
地
誌
を
語
る

会
（
杉
山
徹

会
長
）
で
は
、
２

回
目
の
語
る
夕
べ
を
、
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
だ
れ
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

11
月
17
日
(火
)

◆
時
間

18
時
00
分

◆
場
所

洗
心
閣

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

令
和
８
年
度
除
雪
ボ
ラ
ン

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

テ
ィ
ア
募
集
の
お
知
ら
せ

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
毎
年
冬
季
に
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
々
の
生
活
支
援
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
「
除
雪
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ま

し
て
、
左
記
の
期
間
で
活
動
い
た

だ
け
る
【
除
雪
サ
ー
ビ
ス
援
助
員

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）】
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

活
動
は
、
除
雪
が
困
難
な
世
帯

の
生
活
道
路
（
緊
急
車
両
１
台
分

程
度
）
の
確
保
を
目
的
と
し
た
除

雪
作
業
で
す
。
活
動
場
所
は
横
浜

町
内
で
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
宅
周
辺
の
利
用
者
を
割
り

当
て
ま
す
。
特
に
「
ち
ど
り
町
・

豊
栄
平
・
吹
越
」「
浜
町
・
新
丁
・

三
保
野
」「
有
畑
」
地
区
で
協
力
者

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
社
会
福
祉
に
関
心
が
あ

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
２
４
０

sym
po2026@
ies.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
蜜
蜂
飼
育
届
出

の
義
務
に
つ
い
て
」

https://w
w
w
.pref.aom
ori.lg.

jp/soshiki/nourin/chikusan/

m
itubachishiikutodokeno

gim
u.htm
l

◇
お
問
合
せ
・
提
出
様
式
配
布
先

青
森
県
上
北
農
林
水
産
事
務
所

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
畜
産
振

興
課

☎
０
１
７
６
（
23
）
５
１
１
５

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)



16

り
、
助
け
合
い
の
精
神
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

除
雪
資
材
の
支
給
や
活
動
中
の
保

険
加
入
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
活
動
期
間
】

・
12
月
頃
か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で

【
弁
償
費
(有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）】

・
人
力
(60
分
以
内
)１
件
８
０
０
円

・
人
力
(30
分
以
内
)１
件
５
０
０
円

・
機
械
(ト
ラ
ク
タ
ー
・
除
雪
機
使
用
)

１
件
１
，
２
０
０
円

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
78
）
２
０
６
７

午
前
10
時
30
分
か
ら

◆
開
催
場
所

横
浜
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
健
康
相
談
室
」

〇
弁
護
士

青
森
法
律
事
務
所

奈
良
亜
希
乃

氏

◆
申
込
期
間

令
和
８
年
11
月
６
日
(金
)ま
で

◆
予
約
申
込
先

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
78
）
２
０
６
７

[LIN
E]
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

友
だ
ち
追
加
で
予
約
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

弁
護
士
の
「
利
益
相

反
」
に
あ
た
る
場
合
、
相
談
を
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
相
談
内
容
の
相
手
方
が
今
回
の

担
当
弁
護
士
事
務
所
に
相
談
し
て

い
る
場
合
な
ど
）

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

◆
応
募
期
間

令
和
８
年
11
月
２
日
(月
)８
時

30
分
か
ら
令
和
８
年
12
月
１
日

(火
)17
時
ま
で
（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
の
受
付
時
間
は
、

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
00
分

ま
で
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
の

閉
庁
日
は
受
付
不
可
）

◆
応
募
先

○
野
辺
地
地
区
斎
場

○
ク
リ
ー
ン
ペ
ア
は
ま
な
す

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

事

務
局
総
務
課

会
計
年
度
任
用
職

員
募
集
担
当

宛

○
公
立
野
辺
地
病
院

公
立
野
辺
地
病
院
総
務
課
会
計

年
度
任
用
職
員
募
集
担
当

宛

◆
そ
の
他

そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
㏋

内
の
募
集
要
項
を
ご
覧
に
な
る

か
、
直
接
左
記
お
問
合
せ
先
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

事

務
局

総
務
課

（
会
計
年
度
任
用
職
員
担
当
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
１
０
６
６

公
立
野
辺
地
病
院

総
務
課

（
会
計
年
度
任
用
職
員
担
当
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢無
料
法
律
相
談
所
開
設
｣

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
横
浜
町
総
合
相
談
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
あ
な
た
の
法
律

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
事
等

に
応
え
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

（
１
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
30

分
と
な
り
ま
す
。）

◆
開
催
日
時

令
和
８
年
11
月
10
日
(火
)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
会
計

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

年
度
任
用
職
員
募
集
案
内

令
和
９
年
４
月
１
日
以
降
に
採

用
す
る
、
北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
試

験
を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
務
名
及
び
業
務
内
容

下
記
表
の
と
お
り

◆
任
用
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら

勤務場所 応募区分 職務名 業務内容 フルタイム・パートタイムの別

野辺地地区斎場 技能区分 技能員 火葬業務 フルタイム

クリーン・ペア・
はまなす

事務区分 事務手 一般事務業務 フルタイム

技能区分 運転技能員 リサイクル業務 フルタイム

公立野辺地病院

事務区分

事務手 一般事務業務 フルタイム・パートタイム

医療事務手 医療事務業務 フルタイム・パートタイム

医師事務作業補助 医師事務作業補助業務 フルタイム

介護支援専門員 ケアマネジメント業務 フルタイム

社会福祉士 社会福祉士業務 パートタイム

医療区分

診療放射線技師 診療放射線業務 パートタイム

看護師 看護業務 フルタイム・パートタイム

准看護師 准看護業務 パートタイム

技能区分
看護補助員 看護補助業務 フルタイム・パートタイム

運転技能員 運転業務 フルタイム

募集職務名及び業務内容

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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消 防 署 通 信
～住宅用火災警報器の設置をお願いします～

住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を感知し、音声等
で伝えます。火災の被害を最小限に抑えることができます。

◎11月９日は｢119番の日｣◎

① 確実に１１９番通報をしましょう。
※横浜消防署（78－2119）に電話すると上十三消防指令センターに
転送するため、出動が遅れます。

② 「火事」、「交通事故」、「救急車の要請」
なぜ119番通報したのか、ハッキリ伝えましょう。

③ 住所を正しく伝えましょう。
正確な町名、番地等を伝えましょう。
また、目印となる商店や公共施設等も伝えましょう。

④ 火事、事故、救急等の情報を正確に伝えましょう。
「○階建ての住宅の○階が燃えています。」等
何が（誰が）どうしたのかを分かりやすく！

⑤ 通報した際、氏名・連絡先も忘れずに伝えましょう。
「私の名前は○○○○です。」
「電話番号△△△－△△△です。」
※携帯電話から通報した場合、その旨も伝えましょう。

⑥ 携帯電話からの通報の場合
電源を切らず、現場近くの安全が確保できる場所
にいましょう。

★119番通報６つのポイント★

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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� � � � �� � � � �住 民 の ま ど 駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

農業委員会定例総会のお知らせ
定例総会では、農地法に基づく審
議、及びその他の法令に基づく審議
がされます。次の定例総会の日程は
以下のとおりです。
◇定例総会日時 １２月１０日（木）

１３時３０分～
（・申請の締切日 １１月２０日(金)）
※毎月農業者年金の相談受付を行っています｡

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

◎おくやみ申し上げます
・小 関 菊太郎（82）（浜 田）
・古 郡 正 信（79）（一号新丁）
・中 山 タ ヨ（88）（大豆田）
・高 橋 トキヨ（89）（向 平）
・畑 中 マサヱ（93）（一号新丁）
・駒 井 トシ子（86）（一号塚名平）

◎お誕生おめでとうございます
石沢
いしざわ

澪
みお

里
り

(女・９/６)竜二・真帆(三保野)
盛
もり

田
た

琉
る

希
き

愛
あ

(男・９/29)勝頼・優里(一号新丁) �������～ネットトラブルを防止しよう！！～
令和７年に警察が把握した、生成AI等を悪用し児童の性的画像を作成
した事案は全校区で114件！！被害児童は、中学生・高校生が全体の約９
割、行為者は、同級生・同じ学校の者が約６割を占めており、児童の性的
ディープフェイク被害が深刻化しています。生成AIを使った性的な画像
加工やSNSの拡散は、トラブル・犯罪・人権侵害につながるケースがあり
ます。家庭内で、ルールやモラルについてよく話し合ってください．．．

��������～闇バイトで人生を棒に振らないために～
SNSで「高額案件」、「即日即金」等と投稿し、応募した人に「シグナル」
や「テレグラム」等のアプリで連絡し、強盗などの凶悪な犯罪をさせる
行為が横行しています。こうした誘いは「犯罪実行者の募集」です！！
海外で儲かる仕事に誘われ、海外渡航した結果、犯罪に加担させられる
事案が発生しており、脅迫・監禁されることもあります。怪しい仕事に
は安易に応募しないで！！

������������～薄暮時間帯・夜間の交通事故防止!!～
これから年末に向けて、薄暮時間帯（日没前後１時間ずつ）・夜間の人
と車両の交通事故の割合が増加傾向にあります。
歩行者は、ヘッドライトなどで車を認識していても、ドライバーは歩
行者の「見えているだろう」とドライバーの「そこにいたなんて」という
視認性のずれが事故につながっていると考えられます。

【交通事故を防ぐポイント】
○明るい目立つ色の服装・反射材用品の着用
外出するときは、意識的に白・黄色などの明るく目立つ色の服装を選
びましょう！！反射材用品を着用している歩行者は、着用していない歩
行者よりも２倍以上手前でドライバーが発見できると言われています。
○早めのライト点灯と危険予測
「まだ明るいから大丈夫」と思わず、暗くなる前から早めにライトを
点灯しましょう。車のヘッドライト（ロービーム）は、進路方向を遠く
まで照らすことはできません。対向車や先行車がいない場合は、ハイ
ビームを積極的に活用しましょう。「歩行者がいるかもしれない」「自転
車が出て来るかもしれない」という危険を予測し、予め速度を落とした
り、ブレーキを踏む準備が大切です。

������～マイナ免許証のご紹介～
マイナンバーカードに免許情報を記録し、運転免許証として利用でき
るようになりました。受付場所は次の通りです。
○青森県運転免許センター
○八戸・弘前・むつ自動車運転免許試験場
マイナ免許証の保有者は、マイナンバーカードの署名用電子証明書（６
～16桁の署名用電子証明書暗証番号）を警察に申し出することなどによ
り、次のサービスを受けられるようになります。
○オンラインによる更新時講習
○住所変更等は市町村窓口に届出するだけで、免許センター等での変更
手続きが不要
警察署では手続きが出来ません！！ご注意ください！！
青森県警察本部交通部運転免許課 ☎０１７（７８２）００８１

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和８年９月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和８年 令和７年 前年比９月中(単月) ９月末(累計) ９月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 0 0 0 3 0 3 3 0 4 ±0 ±0 －1
物損事故 7 59 82 －23

ぐるっとＮＡＶＩ
上十三・十和田湖
広域定住自立圏情報

十和田市、三沢市 青森・秋田10市町村 担当者＆先輩移住者が大集合！
「青森・秋田移住交流会 IN 赤坂」
・開催日時 11月29日(日) 13：00～15：30
・開催場所 トレジオンポート赤坂

（東京都港区赤坂3-12-18 赤坂館２Ｆ）
上十三十和田湖広域定住自立圏※への移住を検討している人や青
森県・秋田県に興味がある人に、相談や交流を通して地域の魅力を
知っていただく「移住相談会」を開催します。10市町村の特産品を
使用した食事や地域のお酒を楽しみながら、先輩移住者の体験談を
聞くことができます。また、10市町村職員への相談や、参加者同士
で気軽に交流できるフリータイムもあります。移住を検討している
家族や知り合いにお知らせください。
※上十三十和田湖広域定住自立圏：十和田市、三沢市、野辺地町、七戸
町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、秋田県小坂町
・参 加 費 1,000円
・定 員 20人（先着順）
・申込方法 応募フォームよりお申込みください。
・お問合せ キャリアレインボー株式会社

TEL090-3360-0575
三沢市 ミサワパンタシア
・開催日時 11月20日(金)～
・開催場所 なかよし公園
なかよし公園のシンボル、高さ約16ｍのビッグ
ツリーとその周りが幻想的なイルミネーションで彩られます。
・お問合せ 三沢市商工会
七戸町 世界遺産登録５周年記念シンポジウム
「二ツ森貝塚周辺を対象とした古環境研究の最前線」
・開催日時 令和８年11月29日(日) 14：00～16：00
・開催場所 七戸中央公民館
世界遺産二ツ森貝塚を含む小川原湖周辺の古環境についてのシン
ポジウムを開催します。どなたでも参加可能です。
・参 加 費 無料
・申込方法 電話、FAXおよびオンライン
・お問合せ 七戸町教育委員会 生涯学習課

TEL62-9702 FAX62-6256

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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11月の行事予定
1 日 横浜町防災訓練

2 月 横浜小学校 振替休業日

3 火 文化の日

4 水

5 木 ちどり保育園 生活発表会

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木 横浜小学校 ５年宿泊学習～13日

13 金 ちどり保育園 七五三祝
第二ちどり保育園 発表会

14 土

15 日 ○健親子クッキング教室

16 月 ○健離乳食教室

17 火

18 水 ○総人権相談 ○公実年教室
○健健康測定会（にこにこセンター）

19 木 ○健動いてスッキリ、食べてにっこり教室③

20 金

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火

25 水 ○健みらいCafé

26 木 ○福民児協定例会

27 金 横浜小学校 10周年記念式典
○健動いてスッキリ、食べてにっこり教室④

28 土

29 日

30 月

広報10月号に記載誤りがありましたので。お詫びして訂正いたします。
・Ｐ９ スワニー記事：写真①南部手踊り保存会②光扇会③花扇会 → 紙面の都合上、写真①のみ掲載へ
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○公公民館 ☎７８－６１００

��������������むし歯ゼロの子

������２歳児
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橋本 桜空ちゃん 三津谷 柊煌くん

山道 仁菜ちゃん 大沢 陽葵ちゃん

������� ������������ �����むし歯ゼロの子 中学１年生

菊
地
香
帆
さ
ん

宿野部 ひなのさん 竹内 美雲さん

鳥山 芽衣さん 蛯澤 凪希さん

新
渡
莉
愛
さ
ん

佐
藤
恵
伶
奈
さ
ん

杉
山
彩
唯
璃
さ
ん

坂
下
瑛
太
く
ん

石
崎
丈
虎
く
ん

若
佐
岳
斗
く
ん

鳥
山
裕
貴
く
ん


